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北海道大学のキャリア支援体制

・学部から博士まで連続的に一貫したキャリア教育、キャリア支援を実施
・対象人数、支援内容、支援員に求められるスキル、就職先等が異なるので、そ
れらに合わせた支援を提供
・必修科目（北大、北大大学院での学び）で学部～博士迄のキャリアを学ぶ
・各部局の就職担当教員との意見交換会、入学式ガイダンス等の共催
・全学キャリア関連セミナー、イベント等の調査
・一貫したキャリア教育・支援に関するシンポジウムの開催（予定）

学部

修士

博士
役割分担

先端人材育成センター
（博士課程進学およびアカデミア志望は全学年）

キャリアセンター
（公務員志望等は全学年）



先端人材育成センターのキャリア教育、支援

・キャリアパスの考え方
キャリアマネジメントセミナー
大学院共通授業科目
毎年500名ほどが受講

・博士のロールモデル
Ａ－ＣＯＳＡ（理系）
Ａ－ＣＯＬＡ（文系）
・博士と企業の交流会
赤い糸会
企業サイトビジット
・個別面談
新スプリング新規採択学生
は全員面談（一部外部委託）

企業・アカデミア就職

活動開始

大学

博士人材支援システムへの登録

J-window（キャリア相談）

キャリアマネジメントセミナー

Advanced COSA／COLA

キャリアパス多様化支援セミナー

赤い糸会

企業サイトビジット

博士力実践インターンシップ
実
践
参
加
型

意
識
改
革
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企業

ステージに
合わせた
プログラム

２０２３年度は日本語
英語を合わせて

３３プログラムを実施



参考：キャリアマネジメントセミナー

・大学院生がキャリアを考える入り口
イノベーション
自己理解
企業の種類、調べ方
大学院生のプレゼンテーション
知的財産のマネジメント
アントレプレナーシップ
企業の新規事業とは・・・
・多彩な外部講師によるリアルなキャリア
・オンデマンドで海洋実習等にも対応
・演習形式のセミナー等への接続



赤い糸会（博士と企業の交流会）

・事前にガイダンスおよびプレゼンテーション演習
（博士は必須）
・当日は企業紹介、博士のポスター発表、
企業ブースでの意見交換、情報交換交流会
（懇親会）を実施

・年オンライン２回、対面１回
・平成18年度に相互交流を目的として開始
・１０月に第５6回実施済み

・参加企業は学生のニーズ、博士の採用実績、
博士が活用できる環境があるかどうか等で決定
・近年は前年からの参加予約が増えている



赤い糸会（博士と企業の交流会）
➢参加学生の変化
✓従来の理学、化学、工学等に加えて、文系、純粋数学、保健、医理工など多
様な分野の博士が参加するようになった

✓専門分野にこだわらず、博士の能力を活かしたいと考える博士が増えた

➢参加企業の変化
✓情報、電気、機械、化学、素材、医薬等の企業に加えて、ウエザーニューズ、
日経ＢＰ、SAPジャパンなど安定的に博士人材を採用する企業が参加

✓採用の早期化を反映し、医薬→化学→情報・機械の流れ
✓札幌での実施にもかかわらず、対面の回の人気が高い
✓企業役員の参加や企業の見学などの要望が増えた
✓インターンシップや研究所見学など更なる交流に繋がるケースが増えた

思いがけない出会いがあったというアンケート結果が多い



赤い糸会の肝：プレゼンテーション演習

➢学会等でのポスター発表、プレゼンテーションとの違いを知る
✓企業は研究内容を通して、博士の能力を見ている
✓発想した経緯や工夫した点の説明から能力が伝わる
✓社会的、学術的貢献を具体的に説明する

➢合格レベルまで繰り返し講師と改善する
✓専門分野外の研究者や人事部門の方向けの説明に重点
✓専門的な説明⇔わかりやすい説明をその場で調整できるように練習する
✓非言語コミュニケーションも練習

赤い糸会は単なる交流会ではなく、
トランスファラブルスキルを試し、伸ばす場でもある
これが長く継続し、企業にご参加いただけるポイント



博士人材育成コンソーシアム

北海道大学

新潟大学

お茶の水女子大学

神戸大学

兵庫県立大学

大阪大学

沖縄科学技術大学院大学

東北大学

筑波大学

東京外国語大学

横浜国立大学
名古屋大学

立命館大学

１３大学が連携して博士人材を育成

主な活動

✓ 博士人材育成プログラム、動画等の共有

（年100プログラム以上、多数相互参加）

✓ 博士人材育成ノウハウの共有

（年５回の専門委員会等）

✓ 合同イベントの実施

（合同企業説明会、企業との意見交換）



コンソーシアムの効果

• 博士人材へのチャンスの拡大

（学会で自大学イベントに参加できなくても、他大学がある）

• 多様な博士人材への多様な支援

（理系、文系、留学生、企業就職、アカデミア志望等）

• 規模を活かした合同イベント、情報発信

• 連携大学の博士人材支援のレベルアップ

• 環境変化への対応をスピードアップ

• 博士人材育成人材の育成

単独では提供できない規模での博士人材支援を実現

現在はより、量→質への転換を模索中



参考：博士人材育成コンソーシアムの生い立ち

• 科学技術振興機構（JST）が

「科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業」を公募

• 2014年に北大、東北大、名古屋大でスタート

• 2014 ～2021年度の事業                                   

• 事後評価結果：最高ランクのS評価                     

→プログラムの共有、継続性のある仕組み

• 2022年度～「博士人材育成コンソーシアム」

として自主運営



参考：博士人材育成コンソーシアムの構成

✓ 規模 (学生数等) が異なる機関

✓ 設置が異なる大学 (国公私立)

✓ 遠隔地 (北海道～沖縄）の協業

✓ 運営委員会、専門委員会、分科会

✓ ギブアンドテイクの約束

北海道大学

新潟大学

お茶の水女子大学

神戸大学

兵庫県立大学

大阪大学

沖縄科学技術大学院大学

東北大学

筑波大学

東京外国語大学

横浜国立大学
名古屋大学

立命館大学



大学のキャリア担当教員の思い

博士は出る杭になれる人材

出る杭を活かす企業が増えて欲しい

博士人材と企業にはマッチングが特に重要

時代に合わせた大学、企業等が多様に相互交流する仕組みづく

りが重要

現状では、早期修了したり海外で研究したりする優秀な博士が

日本の就活スケジュールに乗れずに不利になる状況。秋入学、論

文のスケジュールで3か月遅れなど様々なので、少なくとも博士

採用は通年採用を取り入れていただきたい。
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